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30
億
円
の
予
算
に

上
げ
ら
れ
て
い
る

新
庁
舎
の
建
設
に
つ
い

て
、
震
災
に
よ
り
合
併
特

例
債
は
10
年
延
長
さ
れ

た
。
10
年
〜
20
年
先
を
見

据
え
た
庁
舎
建
設
の
道
筋

を
つ
け
て
い
く
の
が
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
基
本
。
今
こ

そ
立
地
を
含
め
、
市
民
の

意
見
を
募
り
な
が
ら
も
、

決
定
に
５
年
、
設
計
建
設

に
２
、
３
年
と
10
年
は
す

ぐ
に
た
っ
て
し
ま
う
。
市

の
現
状
を
踏
ま
え
、
少
子

化
時
代
の
人
口
減
少
に
対

応
し
た
政
策
を
考
え
な
が

ら
、
建
設
計
画
を
進
め
る

べ
き
で
は
。

市
長　

本
市
は
合

併
特
例
法
に
基
づ

合
併
し
て
８
年

目
、
国
の
施
策
と

合
わ
せ
て
、
ど
の
よ
う
な

政
策
を
行
っ
て
き
た
か
。

ま
た
、
今
後
の
対
策
は
。

保
健
福
祉
部
長　

子
ど
も
を
持
つ
こ

と
の
不
安
要
因
と
し
て
、

第
１
位
が
経
済
的
負
担
の

増
加
、
第
２
位
が
仕
事
と

生
活
・
育
児
の
両
立
、
第

３
位
が
不
安
定
な
雇
用
・

就
業
関
係
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
国

で
は
次
世
代
育
成
支
援
対

策
推
進
法
や
少
子
化
対
策

新
庁
舎
建
設
の
行
方

少
子
化
へ
の
今
後
の
対
策
は　

市村　香 議員

増田俊夫 議員 相田一良 議員

萩原剛志 議員

く
財
政
措
置
を
受
け
て
お

り
、
新
庁
舎
の
建
設
費
用

に
つ
い
て
は
合
併
特
例
債

が
一
番
有
効
で
、
こ
れ
以

外
に
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
。給
食
セ
ン
タ
ー
整
備
、

防
災
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
の

２
事
業
も
追
加
し
ま
し

た
。
岩
瀬
庁
舎
は
49
年
経

過
、
他
の
庁
舎
も
老
朽
化

が
進
み
10
年
後
に
は
50
年

を
過
ぎ
る
の
で
、
市
民
提

案
が
生
か
さ
れ
る
体
制
づ

く
り
を
協
議
し
て
い
き
ま

す
。メ
リ
ッ
ト
、デ
メ
リ
ッ

ト
、
利
便
性
、
施
設
整
備
、

コ
ス
ト
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
観
点
か
ら
検
証
し
ま

す
。

結
城
市
は
建
設
特

別
委
員
会
を
つ

く
っ
た
そ
う
だ
が
、
当
市

で
は
ど
う
か
。
30
億
円
が

適
正
か
も
含
め
、
検
討
の

余
地
が
あ
る
と
思
う
が
。

市
長　

検
討
委
員

会
で
５
〜
10
年
か

基
本
法
等
を
制
定
、
行
動

計
画
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
安
心

し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て

ら
れ
る
よ
う
、
妊
婦
健
康

診
査
・
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
・

乳
児
健
康
検
査
・
予
防
接

種
事
業
等
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
経
済
的
負
担
の

低
減
と
し
て
、児
童
手
当
・

児
童
扶
養
手
当
の
支
給
、

複
数
の
子
ど
も
を
同
時
に

幼
稚
園
や
保
育
園
に
預
け

る
家
庭
に
は
、
第
２
子
に

保
育
料
の
半
額
免
除
、
第

３
子
以
降
は
全
額
免
除
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
市
独

自
の
政
策
と
し
て
は
、
県

の
制
度
で
小
学
校
３
年
生

ま
で
医
療
費
無
料
化
制
度

を
延
長
し
て
お
り
、
こ
と

け
、
き
ち
ん
と
し
た
形
で

お
願
い
し
て
い
き
ま
す
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー市

民
か
ら
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の

核
と
な
る
グ
ラ
ン
ド
ス

テ
ー
ジ
を
描
い
て
ほ
し
い

と
の
要
望
が
あ
る
。
こ
れ

か
ら
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
は
学
校
区
の
区
割

り
が
大
切
と
な
り
、
歩
い

て
移
動
で
き
る
拠
点
と
し

て
の
機
能
を
備
え
た
と
り

で
と
な
る
。

市
長　

各
学
校
は

地
域
に
根
ざ
し
た

伝
統
文
化
、
防
災
拠
点
の

役
割
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
核
と
し
て
の
機

能
を
持
つ
一
方
、
少
子
化

に
よ
る
適
正
配
置
計
画
に

基
づ
い
て
、
全
庁
的
見
地

に
立
っ
て
検
討
課
題
と
な

り
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

・
伝
建
地
区
建
造
物
群
の
改

修
状
況
に
つ
い
て

し
か
ら
は
中
学
校
卒
業
ま

で
と
し
ま
し
た
。
保
育
料

も
国
の
保
育
所
徴
収
金
基

準
額
よ
り
低
い
金
額
を
設

定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

小
学
校
や
養
護
学
校
入
学

の
際
に
は
、
ラ
ン
ド
セ
ル

を
贈
呈
し
、
経
済
的
支
援

が
必
要
な
一
人
親
家
庭
に

は
、
中
学
校
・
高
校
入
学

時
に
入
学
祝
金
を
支
給
し

て
い
ま
す
。
仕
事
と
育
児

の
両
立
支
援
で
は
、
延
長

保
育
・
一
時
預
か
り
保
育

事
業
・
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
事
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
今
後
の
対
策
に
つ
い

て
は
、
認
定
こ
ど
も
園
の

設
置
を
推
進
し
、
子
ど
も

を
育
て
る
環
境
整
備
を
改

善
さ
せ
て
い
き
た
い
。

平
成
25
年
度
の
新

規
事
業
と
し
て
、

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
が

当
初
予
算
に
計
上
さ
れ
て

い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
事

業
か
。

昨
年
、
調
布
市
の

小
学
校
で
給
食
を

食
べ
た
女
子
児
童
が
、
食

物
ア
レ
ル
ギ
ー
に
伴
う
急

性
症
状
で
亡
く
な
る
と
い

う
事
故
が
発
生
し
た
。
こ

の
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー

シ
ョ
ッ
ク
が
発
生
し
た
場

合
、﹁
エ
ピ
ペ
ン
﹂
と
い

う
自
己
注
射
薬
を
打
つ
こ

と
で
症
状
を
緩
和
で
き

る
。
担
任
教
諭
が
打
つ
こ

と
も
で
き
る
が
、
教
職
員

向
け
の
使
用
講
習
会
を
開

市
民
生
活
部
長　

全
額
が
補
助
事
業

で
あ
り
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
導
入
促
進
事
業
で

す
。
家
庭
用
発
電
の
延
長

的
な
規
模
で
あ
り
﹁
茨
城

県
の
グ
リ
ー
ン
・
ニ
ュ
ー

デ
ィ
ー
ル
基
金
﹂
を
活
用

し
た
２
ヵ
年
の
補
助
事
業

で
す
。
設
置
場
所
は
、
大

和
庁
舎
、
真
壁
福
祉
セ
ン

タ

ー

屋

上

に

５

キ

ロ

ワ

ッ

ト

か

ら

15

キ

ロ

ワ
ッ
ト
の
太
陽
光
発
電
を

設
置
す
る
計
画
で
す
。

太
陽
光
発
電
を
担

う
、
工
事
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
事
業
の
育
成
に
つ

い
て
伺
う
。

市
民
生
活
部
長　

地
元
に
関
係
す
る

業
者
等
に
対
し
、
優
先
的

に
関
わ
れ
る
よ
う
な
考
え

で
進
め
る
予
定
で
す
。
そ

れ
に
よ
っ
て
雇
用
の
創
出

や
、
維
持
管
理
業
務
が
有

効
的
に
図
ら
れ
る
よ
う
に

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

分
団
の
統
廃
合

少
子
高
齢
化
に
よ

り
、人
口
減
少
︵
合

催
す
る
な
ど
の
必
要
が
あ

る
。
給
食
時
の
食
物
ア
レ

ル
ギ
ー
対
策
と
ア
ナ
フ
ィ

ラ
キ
シ
ー
シ
ョ
ッ
ク
発
生

時
の
エ
ピ
ペ
ン
使
用
講
習

な
ど
に
つ
い
て
、
市
の
見

解
を
伺
い
た
い
。

教
育
部
長　

食
物

ア
レ
ル
ギ
ー
に
よ

る
診
断
書
を
医
療
機
関
か

ら
提
出
し
て
い
た
だ
き
、

除
去
し
た
給
食
の
提
供
を

対
象
の
児
童
に
実
施
し
て

い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
ア

レ
ル
ギ
ー
源
が
あ
り
、
一

人
ず
つ
き
め
細
や
か
な
対

応
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま

す
の
で
、
早
急
に
市
内
全

域
の
園
児
や
児
童
生
徒
に

対
し
て
ア
レ
ル
ギ
ー
実
態

調
査
を
行
い
、
症
状
の
あ

る
子
ど
も
た
ち
へ
の
ア
レ

ル
ギ
ー
対
応
が
図
ら
れ
る

よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
桜
川
市
と
し
て
も

消
防
署
と
連
携
し
、
緊
急

時
に
対
応
で
き
る
よ
う

に
、
小
児
ア
レ
ル
ギ
ー
の

専
門
医
を
講
師
に
迎
え
、

学
校
で
の
エ
ピ
ペ
ン
の
使

い
方
研
修
会
の
実
施
に
向

け
努
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

太陽光発電
システムの
内容は

給食時の食物ア
レルギー対策

その他の質問

・桜川市の雇用対策について

・賃貸型工場等による企業誘致について

・桜川筑西ＩＣ周辺の開発計画について

・フィルムコミッションの推進について

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
な
ど
に
よ

る
重
い
症
状
を
和
ら
げ
る

﹁
エ
ピ
ペ
ン
﹂

併
時
よ
り
約
５
０
０
０
人

減
︶
が
続
く
中
、
地
区
の

消
防
分
団
数
︵
36
︶
は
、

同
規
模
人
口
の
他
市
等
と

比
較
し
て
飛
び
抜
け
て
多

い
が
、
維
持
す
る
こ
と
が

可
能
か
。
ま
た
、
今
後
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。

市
民
生
活
部
長　

現
在
の
分
団
数
を

維
持
・
存
続
す
る
こ
と
は

非
常
に
厳
し
い
状
況
で

す
。
市
と
し
て
は
、
各
分

団
の
団
員
が
確
保
で
き
る

限
り
現
在
の
分
団
数
を
存

続
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
団
員
の
確
保
が
困

難
に
な
っ
た
場
合
は
、
地

域
の
実
情
を
踏
ま
え
て
地

元
後
援
会
、
並
び
に
消
防

団
幹
部
と
も
協
議
し
た
上

で
、分
団
の
統
合
や
団
員
・

消
防
自
動
車
の
削
減
を
検

討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。


